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ここがポイント！【研究内容】

熱流動現象の異常検知や状態把握を
実現するデータ駆動型音響診断

植木 祥高 UEKI Yoshitaka

機械工学専攻 助教
熱流動態学講座 マイクロ熱工学領域 芝原研究室

身の回りは音に満ち溢れています。音はつまるところ「波」です
ので、物理に基づいて発生しています。例えば、「沸騰」といっ
た熱流動現象において発生する音も然りです。熱流動現象に耳を
澄ますことで、物理状態も推定することができます。現在では AI
を活用することでこれまで人間には解釈できなかった数多くの
データから有用性を見出すことが可能になってきました。熱流動
現象から生じる音を AI に学習させ、異常の予兆検知や状態把握
を可能にするデータ駆動型音響診断の研究開発を行っています。

AI、音響診断、熱流動工学、混相流、
安心安全を生み出す工学

応用分野 エネルギー、医療、IoT
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